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てんかんの治療にあたって，発作の問題，薬物の問題，精神障害の問題などに
ついては未解決な点が非常に多い。殊に精神症状については，その症状が長期間
抗てんかん剤投与による副作用であるのか，てんかんそのものの疾患による症状
であるか区別することは困難である。抗てんかん剤の血中濃度が測定されるよう
になって，副作用の出現にも対処出来るようになり，発作のコントロールも容易
にはなって来た。またこれらの諸問題に対する研究発表も多くあるが広い分野に
わたって組織的にこれらの問題に取り組んだ研究はほとんどみられないようであ
る。
本書は，成人の難治性てんかんについて広く組織的に研究計画をたて，得られ
たデ}ターを統計的に各項目毎に処理し，数量的に表わしている。
内容は， 11章に分かれており，第 1章から第7章までは，現在までに知られて
いるてんかんについての基礎的な事柄や，問題となっている事柄について(例え
ば精神病理学的症候群と身体症状の問題，抗てんかん剤の精神作用の問題，治療
に当って抗てんかん剤の服用方法の問題点など)記述し，これらの事柄を基礎と
して著者の研究目的がたてられている。
第 8章では Projectが記されており，研究対象患者は 67名の外来患者が選ば
れて，その中より 40名が精神運動発作と大発作型を併有し， しかも精神障害を伴
っている。この対象を実験クツレーフ。と名づけ38名が全テストを終らしている。実
験の実際のコースは，各種の検査項目に従って時間割が組まれておりそれに従っ
て行われている。検査項目は大きく (1)精神状態。 (2)発作の頻度。 (3)血清濃度
(抗てんかん剤の) (4)脳波の 4つに分けている。 これらの項目はパンチカード0 
によって処理され，さらに例えば(1)については精神病理学的所見， 神経学的所
見，身体的所見，心理テスト等の項目に分けられ，さらにそれが細分化された項
目毎に検査されるようになっている。以下同様に細かく分類されている。
第 9章では得られたデーターを統計的に処理している。主なものは指示された
抗てんかん剤の種類によって， a... hまでのグノレーフ。をっくり，それらの各クツレ

ープと検査事項(例えば，大発作の頻度，感情の変動性，社会性，知能，脳波所
見，性格変化等に)との関連について具体的に記載している。
第10章は Discussionで，研究方法，心理テスト，精神病理学的所見，脳波結果
その他もろもろの成果について討議されている。
そして第11章では結'論として，厳選した難治性てんかん38名の実験グノレー フ。に
ついて，上述の各検査平均107日の期間を置いて前後 2回(stage1，および stage 
11)行なわれた。
その結果，最適の血清濃度レベルが決められ副作用をみないで長期治療が可能
となった。精神障害の改善にはきめこまかい抗てんかん剤の調整投与が必要であ
る。長期治療が成功するためには，医師と患者の聞の信頼関係が最善であり，患
者自身が治そうという努力が大切である.抗てんかん剤は 1剤或は 2斉IJ投与で充
分であった。 DPHの血清濃度は10-15μg/ml，CBZは10μg/ml，PBは15pg/ml
以下がよい。精神安定剤は不用である等述べている。
著者はベノレリン自由大学の精神科の Lectureで， てんかん外来クリニックと
精神神経科および神経外来クリニックの症例から67名を選びデーターを集め統計
的に処理し，多くの文献を引用しながらその成果を記述している。精神症状の量
的表現はむずかしいが，この種の臨床統計的研究は少い。一読に価する書物と思
わ れる。(井上倣) 
DPH=Diphenylhydantoin 
CBZ= Carbamazepine 
PB=phenobarbital 
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